
「京都大学における軍事研究に関する基本方針」について  

【ご意見・ご要望】（投稿日：2018年 3月 28日） 

 

「京都大学における軍事研究に関する基本方針」には、「本学における研究活動は、社会の

安寧と人類の幸福、平和へ貢献することを目的とするものであり、それらを脅かすことに

繋がる軍事研究は、これを行わないこととします」とあります。しかしながら、多くの研

究は使い方によって「社会の安寧と人類の幸福、平和へ貢献する」ものとなったり、「それ

らを脅かすことに繋がる」ものとなったりするのであって、「それらを脅かすことに繋がる」

と見なしうるものを一概に「行わない」と断言することはかえって研究の自由を脅かすこ

とに繋がると考えます。 

 

また、「軍事研究」であっても、非「軍事研究」であっても、「社会の安寧と人類の幸福、

平和へ貢献する」ことも「それらを脅かすことに繋がる」こともあるのであって、わざわ

ざ「軍事研究」を強調するような表現は、ある種の研究に対する一方的かつ差別的な偏見

に基づいた表現であり、容認されないと考えます。 

 

よって、そのような倫理的判断は個々の研究者に任せ、明白な倫理違反の場合には個別に

対応するものとして、当該「京都大学における軍事研究に関する基本方針」を撤回するよ

う、要望します。 

 

 

【回答】（回答日：2018年 4月 10日） 

（研究推進部 研究倫理・安全推進室） 

 

ご要望については、１つのご意見として承ります。 


